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B －136   立衿Iこ蘭1  る塞ぶ隻的利 尭

平悩'回尺啓　 伊島を 三郎

和好や 大丈家政　　 対 １ヽ八 ヤベ　o 前(ﾖ 玲ヽ^

a 的　 鯖服講成 寸る場合，T-. とえぱ’ノ衣 ， ﾄ’゙レA  を軋 作t   る時, 衿 ，を ，J, ﾀﾞ' f'-fン す

ろÅ･こみ-･ て刄切 であi  ，'かj  rこ八受ぷ石 ぎ八i, も・ で■ あ心,     j    ？7    f 年 頃*ヽら.   流 行L

てヽヽ ろi- 衿 乙ヽっ べヽ,    々 ・形 態涛走（　 々 ，羞･ ＼粛・ 漆f  等s  ;

奉 しi  <  虎 姫t  る"ヽとmi  1 るこ・I  a  的t し た。

i  汰　 －■■/ブ S.心･i 衿I  作貳 レ,  核 験考i 芝 ぴ． シル エ， タ ーf °形見s  iリ ト,  ^ 勇大

破 りT 、． 適 否i 淋 篆 レr^ . 支衿･3 ,    徒 東)?1 うヽ れ  ヽヽ る製lil i去I- より,    S 対 類 作製 しre

μ 果　 最 や着 心咆ヵ心<  , 報 験 考も茸 癈席 む美し-｀*.芯 ，， 携tり^  I･もあ＆ おJl^^ ろi.

衿,I.    政 一i  粂f↑r- 瓦？く5.  四り*^  ろ り

り　ｉ 衿en   詐

£）　II 吋 狐困 う フ４ツ タ･, -- r

J）　W"  iiり き （鴫，峠り ■ 拘・ 瓜 丿f  .)

B-137 ラグラン入') ~ブ･り振り1-ついて.
も古屋市立女蜂X　o 大橋陽子　住田八隻子　ffi仲裕子

i 的．舶 を側面ヵヽらみたときの為 山謀は．肩九点i>ヽ らの垂謀 に対 して夕少婿斜 をつけて

あるCO μ普通であるi><．この碩新 か< 不適合で煎に傾斜 しすぎr= リ. 後･こ傾針 して.不.必要な

しわを作る例は良くa  につく.   この柚 り振'J の違合性は．ラ グランスリーブのように袖山
嵐･こ廸a  をつけるデザインの場合には特に顕蕩である．まrこ袖・･構之上-．ラグラン入リー

ブは七ットインスリーブ､こ比-＼' 1:振り分を自由に棟作するこいま困難であ') .   設計･こあT-

つて幕りの適合性 が隻要な意味を持つこL  Iこなる．ここT'はラグラン入りーブの袖Oa の傾

斬 角の意､味ヒそ の適合性について蔵 討しTこ.

方活.lo 壇類o 原型 による■fe  .;トノ  ンスリーブおよび17 履佩 のラブランス リーブ裂図琉

ヵヽら根り脊のふ 平均値を求め、これを基に振り麿 の異なる5 段治 のうプラV  入')  ーブのブ

ラ･7 スを製作しrこ,   この試苛 を帛いて柚 の'  ̂In '} の良さ･こついて官能兼j: を行ない．上限

の夥態と根りについて考衆しr=.

掻果．i& 正振り角嵐およびIBIS.  識別範囲を得ることがでさr=.  また個人東≫)強いAiぶ

についてはヽよ肢乃下垂頑新 再に合 わ乞X  振り弁を訂正 する必要ヵり




